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日本高純度化学概要
事業内容 エレクトロニクス分野に特化した

貴金属めっき薬品の開発・製造・販売
金めっき 74％ Pdめっき 23％ 他3％

沿革 1971年 設立
1999年 日本初のMBO企業として再スタート
2002年 JASDAQ市場に上場
2004年 東証第2部に上場
2005年 東証第1部指定

人員 従業員 37名
事業規模 2006年3月実績 売上高 74.4億円

経常利益 19.5億円
資本金 12億3,819万円



当社のビジネスモデル

自社独自技術

受注生産体制
スピードと機動力

トータルソリューション

体制

選択と集中・特化

競争力の優位性

高収益体質

ﾉｳﾊｳの蓄積

信頼の蓄積

優
秀
な
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と
の
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同
開
発



主要な最終用途



金めっきの必要性

なぜ金めっきが必要か

電気機器は膨大な部品を接合することによって構成されて
いる。

金めっきを行うことで、耐腐食性の向上などの機能を付加
することが出来る。

【金の物理的特性】

・防錆性（絶対に錆びないこと）

・低電気抵抗(電気をよく通すこと）

⇒接点 接合部に不可欠



MBOの経緯 (1999年11月)

現みずほ銀行
現みずほキャピタル
パートナーズ
(FBF2000）

受け皿会社
エルジーパープルリーシング(有)
JPCホールディング(株)

(JPCH)

日本高純度化学(株)
(旧 JPC)

芹澤 精一
（旧JPCオーナー）

株主構成

1.

2. 出資 1.5億

現経営陣

4. 38億

4. 株式譲渡
95%

3. ワラント権
付与

2. 出資
14.5億

3. ワラント債
１億

2.ローン
22.5億

日本高純度化学(株)
(現在の JPC)

5. 合併、商号変更



営業権の計上と償却期間の短縮

営業権の償却
期間の短縮
（5年→2年）

税効果会計
（3年間短縮分）

営業権の償却
（法定5年）

営業権の発生
3,800百万－ 1,697百万＝ 2,103百万
買収額 純資産 営業権

(H12/3月期）

2,103百万÷ 5年≒ 420百万
年間償却額

(H12/3月期）

営業外費用

2,103百万÷ 2年≒ 1,051百万
年間償却額

1,051百万－420百万＝631百万
過年度営業権償却

合計 1,682百万

(H13/3月期）

特別損失

営業外費用

有税償却額の42.1％を
繰延税金資産に計上

(H13/3月期）



営業利益の推移と主要な出来事
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MBOファンド持株比率 Vs. 時価総額
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時価総額(百万円)

2003年3月末
8,485百万円

2004年3月末
23,162百万円

ジャスダック上場
2002年12月3日
5,390百万円

MBO
1999年11月16日
4,000百万円

2005年3月末
20,328百万円

東証二部上場
2004年3月22日
21,406百万円

東証一部指定替
2005年3月1日
20,451百万円

①2001年12月 – 安定株主対策売出⇒49.5%
②2002年12月上場に伴う売出と増資により
31.9%
③2003年11月売出⇒16.9％
④2005年3月 – 売出により8.0%へ

①

②

③ ④

2006年12月末
32,974百万円



2006年３月期業績
◇業績の推移(単位：百万円、％)

＼決算期

項目＼ 期初計画 （増減率） 実績 実績 （増減率）
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MBOで注意すべきこと

１．出資者との信頼関係

２．Cash Flowの確保

３．社内外を安心させる

４．体質の強化

５．後継者の育成

６．安定株主対策


